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沼津兵学校で使用されたと伝えられる銃弾・薬包

(大野寛良氏所蔵 。当館保管)

薬包 材質 :和紙 全長 :90血
銃弾 材質 :鉛  全長 :24Ш  直径 :14皿

鉄
砲
町
に
つ
い
て

住
居
表
示
に
よ

つ
て
消
え
た
地
名
は

数
多
く
あ
る
。
沼
津
市
の
事
例
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
の
住
居
表

示
に
よ

つ
て
消
え
た

「鉄
砲
町
」
と
い

う
地
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。
現
在
の
大
手

町
三
丁
目
の

一
部
、
市
立
図
書
館
の
西

側
の
国
道
四

一
四
号
線
を
挟
ん
で
向
か

い
側
の
ブ

ロ
ッ
ク
が
概
ね
旧
鉄
砲
町
の

地
域
で
あ
る
。

「鉄
砲
町
」
や

「鉄
砲

（鉄
胞
）
」
が

つ
く
地
名
は
全
国
各
地
に
あ
り
、
そ
の

多
く
は
、
鉄
砲
鍛
冶
が
住
ん
で
い
た
こ

と
や
、
鉄
砲
組
が
置
か
れ
た
こ
と
な
ど
、

由
来
を
江
戸
時
代
か
そ
れ
以
前
に
求
め

る
例
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。
沼
津
の
鉄

砲
町
の
由
来
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
直
接
に
は
、
明
治
五
年
以
後

は

「鉄
砲
田
」
と
称
し
た
こ
と
に
山
来

す
る
。
こ
こ
で
は
、
明
治
の
終
わ
り
か

ら
大
正
の
頃
に
は
、
時
々
弾
丸
の
破
片

が
発
見
さ
れ
た
そ
う
だ
。

旧
鉄
砲
町

（鉄
砲
田
）
の
地
域
は
、

江
戸
時
代
、
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）

の
沼
津
城
絵
図
で
は
、
沼
津
城
東
側
の
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堀
の
位
置
と
な
る
。
万
延
元
年
に
幕
府

に
提
出
し
た
沼
津
城
絵
図
で
は
堀
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
が
、
文
久
三
年

（

八
六
三
）

一
〇
月
作
成
の

「
一
分

一
間

積
沼
津
城
絵
図
」
で
は
堀
が
改
修
さ
れ

て
い
る
様
子
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
堀
が
文
久
元
年

（　
八
六
　
）
か
ら

同
三
年

の
間
に
改
修
さ
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
当
館
所
蔵
の
万
延
元
年
以

降
作
成
と
推
測
さ
れ
る

「沼
津
城
絵
図
」

に
は
、
城
の
東
北
の
隅
に

「砲
術
稽
占

所
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
鉄
砲

の
稽
占
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（近

山
の
絵
図
に
つ
い
て
は

『
沼
津
市
史

別
編
　
絵
図
集
』
等
を
参
照
さ
れ
た
い
）

慶
応
四
年

（
一
八
六
七
）
、
沼
津
藩
が

菊
間

（現
千
葉
県
）
に
転
封
と
な
り
、

旧
沼
津
城
に
は
沼
津
兵
学
校
が
設
立
さ

れ
た
。
兵
学
校
で
は
、
資
業
生
の
学
科

に

一銃
砲
打
方
」
が
あ
り
、
銃
の
組
立

て
や
的
打
な
ど
の
訓
練
も
行
わ
れ
た
。

そ
の
様
子
は
兵
学
校
資
業
生
で
あ

っ
た

石
橋
絢
彦
が

「沼
津
兵
学
校
沿
革
」
で

詳
し
く
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

ま
ず

「蟷
燭
打
」
と
い
う
訓
練
が
行
わ

れ
た
。
「蟷
燭
打
」
と
は
、
蝋
燭
を
燃
や

し
、
蟷
燭
の
炎
に
鉄
砲
の
銃
口
を
向
け
、

．三
四
尺
」
（約
〇
．
九
～

一
。
ニ
メ
ー

ト
ル
）
の
距
離
か
ら
、
空
砲
を
打
ち
、

そ
の
ガ
ス
で
炎
を
吹
き
消
す
こ
と
で
照

準
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
す
る
、
実
弾
射

撃
の
準
備
と
な
る
訓
練
で
あ
る
。
図
の

左
上
、
城
の
東
北
隅
の
建
物
が

「蝋
燭

打
」
の
稽
古
場
で
あ
る
。
ま
た
、
図
の

上
部
に
は

「射
的
場
」
が
あ
る
。
こ
こ

は
万
延
元
年
以
前
は
堀
で
あ

っ
た
所
で
、

城
北
側

（図
左
側
）
の
練
兵
場
よ
り

「
一

丈
」
（約
三
メ
ー
ト
ル
）
低
く
な

っ
て
お

り
、
さ
ら
に
蟷
燭
打
の
稽
古
場
と
の
間

に
高
く
土
堤
を
築
い
て
、
外
れ
た
弾
丸

が
遠
く

へ
飛
ぶ
の
を
防
い
で
い
た
。
土

堤
の
下
に
別
に

「契
」
（的
を
置
く
た
め

の
土
堤
）
を
設
置
し
、
そ
の
前
に

「紙

製
の
五
尺
計
り
の
的
」
を
立
て
、
南
方

か
ら
北
向
き
に
実
弾
射
撃

の
訓
練
を
行

っ
た
。
「立
射
、
膝
台
、
伏
射
等
数
種
」

の
打
ち
方
を
稽
古
し
た
。

こ
の
時
、
訓
練
で
使
用
さ
れ
た
銃
は
、

し

兵
学
校
で
使
用
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

銃
弾

（表
紙
写
真
）
か
ら
、
幕
末
に
多

用
さ
れ
た
ミ
ニ
エ
ー
銃
と
呼
ば
れ
る
先

込
め
式

の
雷
管
銃
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
、
「鋳
丸
稽
古
」
と
し
て
、
「鉛

を
溶
解
し
て
型
を
持
て
銘
々
弾
丸
を
鋳

る
」
こ
と
も
行
わ
れ
た
。

大
正
四
年

（
一
九

一
五
）
、
沼
津
を
訪

れ
た
石
橋
絢
彦
が
旧
射
的
場
に
つ
い
て
、

「菜
圃
と
変
り
家
も
建
て
ら
れ
た
れ
ど

周
囲
の
叢
林
は
四
十
四
年
昔
し
の
空
壕

の
状
を
存
し
」
と
、
ま
た

「昔
の
涅

の

地
盤
に
て
地
盛
り
も
せ
ら
れ
ず
に
残
り

居
る
を
認
め
た
り
」
と
、
記
し
て
い
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
沼
津
の
旧
鉄

砲
町
の
地
域
で
は
、
江
戸
時
代
に
は
沼

津
藩
の

「砲
術
稽
古
所
」
、
明
治
に
入
っ

て
沼
津
兵
学
校
の

「射
的
場
」
が
設
け

ら
れ
、
と
も
に
鉄
砲
の
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
ら
に
由
来
し
て

「鉄
砲
田
」

と
な
り
、
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）

の
耕
地
整
理
に
よ

つ
て

「鉄
砲
町
」
と

な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

〈参
考
文
献
〉
石
橋
絢
彦

「沼
津
兵
学

校
沿
革
」
（『
同
方
会
誌
』
）
、
辻
真
澄

著

『
沼
津

・
三
島

・
清
水
町
　
町
名

の
由
来
』、
『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

角
川
書
店
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

今
年
は
戦
後
六
〇
年
。
戦
前

・
戦
中

の
記
憶
を
持

つ
日
本
人
は
確
実
に
ゼ

ロ

に
近
づ
き

つ
つ
あ
る
。
文
字
に
記
録
さ

れ
な
か

っ
た
歴
史
を
残
す
た
め
に
は
、

生
き
証
人
の
存
在
は
大
切
で
あ
り
、
限

ら
れ
た
時
間
と
の
勝
負
と
な
る
。

約
八
〇
年
前
、
昭
和
の
初
め

（正
確

に
は
昭
和
三
年
）
に
は
、
成
辰
戦
争

（幕

府
瓦
解

・
明
治
維
新
）
の
体
験
者
の
戦

後
六
〇
年
が
あ

っ
た
。
出
版
界
に
は
維

新
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。
沼
津
兵
学
校

に
関
し
て
は
、
少
し
後
の
こ
と
に
な
る

が
、
米
山
梅
吉

『
幕
末
西
洋
文
化
と
沼

津
兵
学
校
』
（昭
和
九
年
刊
）
と
い
う
著

作
が
生
ま
れ
た
。
た
だ
し
、
同
書
は
当

事
者
の
聞
き
書
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

出
身
者

・
関
係
者
自
身
に
よ
る
体
験
談

＼
／
／
＼

沼
津
兵
学
校
出
身
の
ご
長
寿
た
ち

一一一
一百一一割

等
は
、
す
で
に
大
正
期
に
出
さ
れ
て
い

た

（石
橋
絢
彦

「沼
津
兵
学
校
沿
車
」

や
江
原
素
六
の
自
伝

・
伝
記
等
）
。

昭
和

一
四
年

（
一
九
二
九
）
に
は
沼

津
市
で
沼
津
兵
学
校
創
立
七
十
周
年
記

念
祭
が
開
催
さ
れ
た
が
、
招
待
さ
れ
参

集
し
た
多
く
は
、
す
で
に
本
人
で
は
な

く
息
子
た
ち
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
成
辰
か
ら
七
〇
年
が
過
ぎ

て
も
、
出
身
者
が
死
に
絶
え
て
し
ま

っ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
記
念
講
演
の

講
師
と
な
り
、
明
治
初
年
の
思
い
出
話

を
し
た
の
は
附
属
小
学
校
生
徒
の
生
き

残
り
工
学
博
士
真
野
文
二
だ

っ
た
。
ま

た
、
資
業
生
出
身
の
実
業
家
成
瀬
降
蔵

も
講
演
を
依
頼
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

八
五
歳
の
成
瀬
は
、
「何
せ
身
体
が
す

つ

か
り
弱
つ
て
ゐ
る
ん
で
心
な
ら
ず
も
失

礼
し
た
の
で
す
」
と
、
新
聞
の
イ
ン
タ

ビ

ュ
ー
に
答
え
て
い
る
。
成
瀬
同
様
、

招
待
さ
れ
た
が
不
参
だ

っ
た
者
に
は
、

栗
山
勝
三

（資
業
生
、
安
政
元
年
八
月

七
日
生
ま
れ
、
昭
和

一
五
年

一
〇
月

一

六
日
没
、
八
八
歳
）
・
田
辺
朔
郎

（附
属

ヽ

小
生
徒
、
昭
和

一
九
年
没
γ
平
山
順

（同

前
、
　

・ブ、
年
没
）
ら
が
い
た
。

実
は
、
記
念
祭
の
主
催
者
側

（沼
津

市
等
）
が
把
握
し
て
お
ら
ず
、
招
待
す

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
存
命
者
は
他

に
も
い
た
。
た
と
え
ば
、
教
授
で
は
年

少
者
だ

っ
た
熊
谷
直
孝
で
あ
る
。
彼
は

昭
和

一
七
年

（
一
九
四

一）
に
九
二
歳

の
高
齢
で
亡
く
な

っ
て
い
る
。

資
業
生
の
中
で
は
第
七
期
の
塩
野
谷

景
光
が
最
も
長
寿
だ

っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
安
政
元
年

（
一
八
五
四
）

六
月

一
六
日
の
生
ま
れ
で
、
昭
和

一
八

年
九
月
　
八
日
、
九
〇
歳
で
亡
く
な

っ

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
現
時
点
で
判
明

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
資
業
生
全

一
八
名
の
う
ち
、
没
年
が
明
治
１
０
年

以
前

一
六
名
、
明
治
四
五
年
以
前
五
三

名
、
大
正

一
五
年
以
前
四

一
名
、
昭
和

一
八
年
以
前

一
三
名
、
没
年
不
明
者
九

五
名
と
い
う
内
訳
と
な
る
。
昭
和
期
ま

で
健
在
だ

っ
た
の
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。

塩
野
谷
は
、
旧
名
を
近
三
郎
と
い
い
、

幕
臣
榎
本
長
博
の
三
男
と
し
て
江
戸
で

生
ま
れ
た
。
五
歳
年
長
の
実
兄
榎
本
長

裕
は
、
開
成
所
で
洋
算
を
学
び
沼
津
兵

学
校
教
授

（後
附
属
小
学
校
頭
取
）
に

な

つ
た
人
物
。
妹
の
花
子
は
、
後
に
資

業
生
の
同
期
宮
川
保
全
の
妻
と
な

っ
て

い
る
。
景
光
は
、
明
治
三
年

（
一
八
七

〇
）

一
〇
月
、
沼
津
に
お
い
て
塩
野
谷

家
の
養
子
と
な

っ
た
。
養
父
塩
野
谷
右

満
弟

（明
治
二
年
没
）
は
、
沼
津
兵
学

校
三
等
教
授
高
島
茂
徳

（秋
帆
の
養
嗣

子
）
の
息
子
、
養
祖
父
塩
野
谷
久
太
郎

景
高

（明
治
二
年
没
）
は
、
開
成
所
教

授
手
伝
並
を
つ
と
め
た
洋
学
者
だ

っ
た
。

景
光
は
洋
学

一
族
に
属
し
た
と
い
え
る
。

長
生
き
し
た
景
光
で
あ
る
が
、
残
念
な

が
ら
古
い
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず
、

沼
津
兵
学
校
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
内
務

省
地
理
寮
な
ど
に
勤
務
し
た
彼
自
身
の

履
歴
も
合
め
、
そ
の
後
の
長
い
人
生
の

足
跡
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。
ご

子
孫
の
間
に
は
、
断
髪
し
た
の
が
早
か

っ
た
こ
と
、
い
ち
早
く
白
転
車
に
乗

っ

た
こ
と
な
ど
、　
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
わ
ず
か

に
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
。

な
お
、
真
野
文
二
は
、
昭
和
二
　
年

（
一
九
四
六
）
に
亡
く
な

っ
て
お
り
、

明
治
維
新
と
敗
戦
と
い
う
近
代
目
木
の

大
変
革
を
と
も
に
体
験
し
た
稀
有
な
存

在
と
な

っ
た
。
幕
臣
と
し
て
、
日
本
人

と
し
て
、
三
度
の
敗
北
を
味
わ

っ
た
、

そ
の
感
慨
は
い
か
な
る
も
の
だ

っ
た
ろ

う
か
。
　

　

　

　

　

　

（樋
口
雄
彦
）

“
〓
¨
一一
枷
一一
¨
一一
¨
一一一̈一

昭和16年88歳の塩野谷景光

(塩野谷八重子氏提供)
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７
月
１
日
か
ら
９
月
２９
日
ま
で
開
催

し
て
い
た
企
画
展

「８
∞
］
‐
８
ふ
　
沼
津

と
戦
争
」
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
戦

後
六
十
年
と
い
う
こ
と
で
関
心
も
高
か

っ
た
よ
う
で
す
。
ご
観
覧
頂
い
た
方
々
、

ご
協
力
頂
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
企
画
展
に
合
わ
せ
９
月
３
日

に
開
催
し
た
歴
史
講
演
会

「沼
津
と
戦

争
～
地
域
か
ら
見
る
戦
争
」
に
も
９５
名

の
受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。
多
数
の
受

講
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（平
和
を
考
え
る
戦
争
史
跡
め
ぐ
り
〉

戦
後
六
十
年
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年

度
ま
で
の

「親
子
」
を
１
回
開
催
か
ら
、

「親
子
」
を
４
回
、
「中
学
生
」
を
４
回
、

開
催
し
ま
し
た
。
７
月
２６
日
の

「親
子
」

は
荒
天
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
が
、
「親

子
」
が
３
同
合
計
６０
名
、
「中
学
生
」
が

４
回
合
計
６９
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
５
日
の

「中
学
生
」
で
は
、
我

人
道
に
あ

つ
た

「戦
災
児
学
園
」
（戦
後

東
京
都
が
設
置
し
た
）
の
卒
業
生
の
桜

田
茂
麿
さ
ん
が
、
当
時
の
思
い
出
を
お

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

〈小
学
生
歴
史
教
室

「戦
時
中
の
く
ら
し
を
体
験
し
よ
う
」
〉

７
月
２８
日
実
施
　
参
加
者
　
３１
名

中
野
忠
さ
ん
に
戦
時
中
の
暮
ら
し
に

つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
、
戦
時

中
の
食
事
と
し
て
す
い
と
ん
を
作

っ
て
、

食
べ
て
み
ま
し
た
。

金
岡
婦
人
学
級
有
志
１１
名
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

９
月
１
日
～
１１
日
の
日
程
で
、
学
芸

員
資
格
の
取
得
を
目
指
す
学
生
４
名
が

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
第
二
回
企
画
展
と
し
て
、
「沼

津
の
絵
図
」
を
開
催
し
ま
す
。
本
展
は

先
頃
刊
行
さ
れ
た

『
沼
津
市
史
別
編

絵
図
集
』
の
刊
行
を
記
念
し
て
、
同
書

に
収
録
さ
れ
た
絵
図

・
地
図
の
中
か
ら
、

主
に
江
戸
時
代
の
城

・
宿

・
村
の
絵
図

の
実
物
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
『
絵
図

集
』
刊
行
後
に
合
併
し
て
沼
津
市
に
な

っ
た
旧
戸
田
村
に
つ
き
ま
し
て
は
、
井

田
村
１
点

・
戸
田
村
２
点
を
会
期
を
通

し
て
展
示
し
ま
す
。

期
　
間
前
期
　
１２
月
１
日
困
～
１
月
１５
日
国

ヽ

後
期
　
１
月
１７
日
閃
～
２
月
２６
日
国

会
場
　
当
館
３
階
北
側
展
示
室

※
会
期
中
、
江
原
素
六

コ
ー
ナ
ー
は
縮

小
し
ま
す
。

企
画
展
に
関
連
し
ま
し
て
、
村
絵
図

の
見
か
た
や
面
白
さ
に
つ
い
て
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
　
師

一
久
保
田
富
氏

（沼
津
市
史
編

集
専
門
委
員

〈近
世
〉
）

演
　
題

一

「絵
図
の
見
か
た
―
村
絵
図

の
世
界
―
」

日
　
時

一
平
成
１８
年
１
月
１４
日
０

午
後
２
時
～
４
時

会
　
場

一
当
館
２
階
講
座
室

定
　
口貝
一
１００
名
、
参
加
費
無
料

申
　
込

一
１２
月
１
日
困
９
時
か
ら

当
館
ま
で
電
話
ま
た
は
直
接

１２
月
２８
日
困
～
１
月
３
日
ω
は
、
年

末
年
始
の
体
館
日
で
す
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中学生戦争史跡めぐり

中央が戦災時学園の卒業生・桜田氏

戦時中の暮らしを体験しよう

すいとん作り

し
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